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氏名：本庄加奈 

学部・学科（コース）・学年：医学部看護学科一年生 

派遣先大学：新モンゴル学園 

派遣期間：2024/2/26～2024/3/11 

 

１ 日本語教室での活動内容 

  私は新モンゴル学園高専の日本語クラスの授業を担当しました。私は主に日本の流行語

と若者言葉についての授業をしました。最初に一通り単語の紹介と説明をして、そのあとに

簡単な単語あてゲームをしました。クラスのレベルに合わせて説明の度合いを変えたりした

のですべてのクラスに同じ内容の授業をしました。また、時間が余ったら質問コーナーをし

ました。 

 

２ 日本語教室以外での交流活動 

  私は日本語祭りのお手伝いや、日本語教室の授業サポート、授業見学をしました。日本

語祭りのお手伝いでは学生が浴衣を着ることを手伝ったり、お味噌汁を作って配ったりしま

した。日本語教室の授業サポートでは、小テストの採点や、劇の台本の修正やアドバイスを

したりしました。授業見学では小学生の体育や、中学生の英語の授業を見学しました。また、

放課後にはホストファミリーとそのお友達と一緒にお買い物に行ったり、ご飯を食べに行っ

たりしていました。 

 

３ 参加目標への達成度と努力した内容 

  私の参加目標は日本の文化を伝えて、モンゴルの文化を知ることでした。どちらもしっ

かり達成することができたと思います。授業を通しても伝えられたと思いますが、普段のホ

ストファミリーと過ごしているときや、学校で生活しているときのほうがよく伝えられたと

思います。普通に生活していて違和感を覚えることが結構あったのでそのたびに日本との違

いについて話していました。しかし、言語が異なるので細かいことまで伝えることが難しく、

身振り手振りしたり、翻訳アプリを駆使して、少しでも理解してもらうことを努力しました。 

 

４ プログラムに参加した感想 

今回の学生大使の活動を通して私は様々なことを学びました。 

 一つ目に、モンゴルのイメージが 180 度変わりました。モンゴルに行く前はモンゴルには

ゲルという住居があって遊牧をして生活しているということだけでした。ですが実際に行っ

てみると高層ビルとマンションが立ち並んでおり、一部の人だけがゲルで生活していました。

私も実際にゲルに行きましたが水道も電気も通っておらず生活していくのはかなり厳しいと

思いました。ウランバートル市内は車も多く走っており、ほとんどの車が日本車だったこと
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はとても驚きました。主要な道路が少なく、常に交通渋滞が起きており、曜日によって走れ

る車が分かれていることを教えてもらいました。またモンゴルの教育にも驚きました。私が

通った学校にいた生徒さんたちは皆さん英語をとても流ちょうに話されていて、日本語も習

ったばかりとは思えないほど上手でした。普段学校で生活していたり、中学校の英語の授業

を見学して思ったのですが、生徒さんたちは間違いを恐れずに母語以外の言語を積極的に話

していて、わからないことがあったらすぐに聞いてくれたりして、そこが言語能力を伸ばし

ているのかもしれないと思いました。反対にモンゴルに行く前に想像していたイメージと変

わらないものもありました。治安は想像していた通りあまりよくありませんでした。スリや

喧嘩、交通ルールの無視など日常的にあると教えられ、事件や事故に巻き込まれないように

警戒しながら毎日を過ごしました。 

 二つ目に、やってみることの大切さを学びました。私は初対面の人と話すことが苦手なの

ですが生活していくうえでどこかに行きたいときや、学校で何かをしたいときは学生さんに

手伝ってもらわないといけないので、初対面の人でも声をかけたり、かけてもらったりして

一緒に活動してもらいました。最初は、自分のやりたいことをしっかり伝えられるかや、う

まく実行できるかがとても心配だったのですが、意外と何とかなりました。うまくいかなか

ったこともありますが、それもいい経験になったと思います。失敗しても成功しても結局は

いい経験になることを身をもって知ることができました。 

  

５ 今回の経験を踏まえた今後の展望 

 今回の経験を踏まえて、今後は積極的に生きていこうと思いました。今までは失敗するか

もしれないことや、気乗りしないことは避けて過ごしてきました。ですが、モンゴルで生活

してみて、授業サポートや、日本語教室で教えることなど正直気乗りしないことがたくさん

あったのですが、学生さんたちと話せて楽しかったり、たくさん質問してくれたりして、や

ってみたら意外と楽しいことに気が付けました。なので、日本でも今まで避けてきたことを

積極的にやってみようと思います。また、実際に、自分でその土地に行って文化や人々を知

ることはとても大切だと感じたので、今後ほかの国の文化や人が気になったらネットで調べ

て満足するのではなく、実際に行って、自分の目で見てみようと思いました。 
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６ 現地での活動写真 

高校日本語祭り準備 

 

写真２ 味噌汁づくり 

 




